
３将来像と目標 
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３将来像と目標 

 

将来像と目標 将来像と目標 将来像と目標 将来像と目標 

3.1.基本理念 3.1.基本理念 3.1.基本理念 3.1.基本理念 

旧水道ビジョンにおいては、水道を取り巻く時代の転換点において、先人

達が地域において築きあげてきた市民との信頼に基礎を置き、地に足がつい

たものである必要があるとし、水道の給水対象としてきた地域と市民との間

において築きあげてきた信頼の概念を重要視し、「地域とともに、信頼を未

来につなぐ日本の水道」を基本理念とし、各取り組みに挑戦することを示し

ています。 
水道水は、市民の生活や都市活動を支える基本的な資源であり、清浄な水

を常に安定して供給できることが求められています。また、沖縄県は渇水に

悩まされてきたことからも水はいのちに等しいと言っても過言ではありませ

ん。 
近年、水道事業を取り巻く状況が著しく変化し、水道事業の抱える新たな

課題に的確に対応するとともに、多大な投資を必要とする施設の改良・更新

や、合理的な経営について、計画的に対応することが望まれています。さら

にマスタープランや市総合計画においては国際化、持続可能な都市が謳われ

ていることからも、将来にわたり安定して水を供給する事が望まれています。 
旧水道ビジョンにおいては、今後、水道局が、施設更新・災害対策の強化

が必要となり継続的に設備投資が必要となるにあたり、運営基盤の強化に努

め、料金水準を保ちながら、利用者から信頼される水道を目指すために「市

民を支える安全・安心な命の水を未来へ」を基本理念に掲げてきました。 
基本理念は、将来においても宜野湾市水道局が目標とする理念として引継

ぎ、ビジョンのフォローアップにおいても、この基本理念をもとに水道事業

に取り組んでいきます。     市民を支える安全・安心な命の水を未来へ 
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３将来像と目標 

 

3.2.基本目標 3.2.基本目標 3.2.基本目標 3.2.基本目標 

厚生労働省の新水道ビジョンでは、「時代や環境の変化に的確に対応しつ

つ、水質基準に適合した水が、必要な量、いつでも、どこでも、誰でも、合

理的な対価をもって、持続的に受け取ることが可能な水道」を実現するため

に、水道水の安全の確保を「安全」、確実な給水の確保を「強靱」、供給体

制の持続性の確保を「持続」の３つの観点を示しています。この３つの観点

から実現方策を策定していく必要があります。 

宜野湾市においては、厚生労働省の新水道ビジョンを踏まえ、３つの観点

毎に基本目標を設定しました。 

              
図 3.1 宜野湾市水道ビジョンの基本目標 

 
図 3.2 厚生労働省の新水道ビジョンにおける水道の理想像（参考） 

強靭 

安全 持続 

安心・安全・ 
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サービスを約束

する水道 
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３将来像と目標 

 

3.3.基本施策 3.3.基本施策 3.3.基本施策 3.3.基本施策 

３つの観点から課題を整理すると表 3.1 に示すようなります。旧水道ビジ

ョンの施策を交えて実現施策を定めました。  
課
題

必
要
施
設
能
力
の
確
保

耐
震
化
計
画
と
の
整
合
を
図
っ
た
喜
名
友
配
水
池
の
更
新
、

新
設
配
水
池
の
築
造

既
存
施
設
の
耐
震
化
と
計
画
的
な
施
設
更
新

配
水
池
の
耐
震
化

幹
線
ル
ー
プ
耐
震
化

応
急
給
水
の
確
保

空
気
弁
を
消
火
栓
付
き
空
気
弁
に
整
備

給
水
タ
ン
ク
等
の
確
保
及
び
増
量

水
質
管
理
・
監
視
の
強
化

既
存
の
水
質
監
視
箇
所
、
配
水
池
流
入
地
点
に
連
続
自
動

水
質
測
定
監
視
装
置
を
設
置

計
画
的
な
施
設
の
更
新

直
結
給
水
方
式
の
普
及

利
用
者
へ
の
情
報
提
供

利
き
水
会
や
水
道
施
設
見
学
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
検

討

危
機
管
理
体
制
の
強
化

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
改
定
す
る

維
持
管
理
の
強
化

施
設
の
計
画
的
な
更
新
と
併
せ
て
、
保
守
管
理
の
徹
底
及
び

事
故
時
の
体
制
強
化
に
努
め
る

技
術
力
の
強
化

外
部
研
修
、
資
格
取
得
の
向
上

財
政
基
盤
の
強
化

良
好
な
経
営
を
維
持

建
設
副
産
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
向
上

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
塊
の
リ
サ
イ
ク
ル
1
0
0
％
以
上
を
今
後
も
維
持

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
採
用

太
陽
光
発
電
の
導
入
を
進
め
る

省
エ
ネ
化
・
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

機
器
更
新
時
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
の
機
器
を
積
極
的
に
導

入

国
際
協
力
を
通
じ
た
水
道
分
野
の
国
際
貢
献

海
外
研
修
生
を
受
け
入
れ

持持 持持
続続 続続

いい いい
つつ つつ
まま まま
でで でで
もも もも
住住 住住
民民 民民

ササ ササ
ーー ーー
ビビ ビビ
スス スス
をを をを
約約 約約
束束 束束

すす すす
るる るる
水水 水水
道道 道道

　
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
り
、
配
管
更
新
な
ど
の
更
新
・
耐
震

化
計
画
の
支
出
を
平
準
化
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
利
用
者
へ
の
情
報
提
供
な
ど
に
よ
り
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
体
制
の
構
築
が
求
め
荒
れ
ま
す
。

　
建
設
副
産
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
向
上
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
採
用
、
省
エ
ネ
化
・
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
な
ど
の
環
境
に
配

慮
し
た
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

目
標

実
現
方
策

強強 強強
靭靭 靭靭

災災 災災
害害 害害
にに にに
強強 強強
くく くく
、、 、、
しし しし
なな なな

やや やや
かか かか
なな なな
水水 水水
道道 道道

安安 安安
全全 全全

安安 安安
心心 心心
・・ ・・
安安 安安
全全 全全
・・ ・・
快快 快快
適適 適適

なな なな
水水 水水
道道 道道

　
径
年
管
路
率
�
低
い
状
況
に
あ
り
、
管
路
の
更
新
率
も
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
目
標
年
度
の
平
成
3
7
年
度
ま
で
法
定
耐
用
年
数

（
4
0
年
）
を
超
過
す
る
管
路
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

　
ま
た
、
耐
震
診
断
調
査
結
果
に
お
い
て
、
喜
友
名
配
水
池
基
礎

部
の
耐
震
補
強
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
地
区
跡
地
整
備
事
業
の
計
画
を
考
慮
し
た

計
画
的
な
耐
震
化
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

　
沖
縄
県
で
�
過
去
に
渇
水
が
頻
発
し
水
不
足
に
陥
る
事
が
多

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
受
水
槽
方
式
が
多
く
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
受

水
槽
の
衛
生
問
題
や
水
質
ト
ラ
ブ
ル
を
解
消
す
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
直
結
給
水
方
式
�
、
普
及
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

表
 
3

.1
 

課
題

と
実

現
方

策
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